
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

１命令セットに含まれるオブジェクト・データを フィル
タリングするためのコンピュータ実施方法であって、前記第１命令セットがワールド・ワ
イド・ウェブ（ＷＷＷ）文書を処理するために提供されるものにおいて、
ａ）前記第１命令セットにより第１ステートメントをデコードするステップであって、前
記第１ステートメントが、画像のフリッカを減少させるための少なくとも１つのフィルタ
リング・コマンドとオブジェクト・データを含むものと、
ｂ）前記第１命令セットにより実行すべき第１ コマンドを発行するステ
ップと、
ｃ） 第１フィルタリング・コマンドの実行に応答して、前記第１命令セットにより前記
オブジェクト・データをデコードし、前記オブジェクト・データをフィルタリングすべき
かどうかを判定するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
命令をハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）で生成することを特徴とする
請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項３】
１つの命令が前記第１ コマンドに対するフィルタリング引数として提供
されて前記オブジェクト・データに適用するフィルタリングの程度を定義することを特徴
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とする請求項１または２のいずれかに記載のコンピュータ実施方法。
【請求項４】
前記オブジェクト・データをフィルタリングして、表示する画像のフリッカ効果を低減す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載のコンピュー
タ実施方法。
【請求項５】
前記フィルタリング・コマンドがＨＴＭＬコマンドであることを特徴とする請求項１乃至
４のいずれかに記載のコンピュータ実施方法。
【請求項６】
第１命令セットを格納するコンピュータ読み取り可能媒体であって、前記第１命令セット
がウェブ文書処理のために提供され、前記第１命令セットは、プロセッサによって実行さ
れるとき、前記プロセッサに、
ａ）前記第１命令セットにより第１ステートメントをデコードするステップであって、前
記第１ステートメントが、画像のフリッカを減少させるための少なくとも１つのフィルタ
リング・コマンドとオブジェクト・データを含むものと、
ｂ）前記第１命令セットにより実行すべき第１ コマンドを発行するステ
ップと、
ｃ） 第１フィルタリング・コマンドの実行に応答して、前記第１命令セットにより前記
オブジェクト・データをデコードし、前記オブジェクト・データをフィルタリングすべき
かどうかを判定するステップと
を実行させることを特徴とするコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項７】
命令をハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）で生成することを特徴とする
請求項６に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項８】
少なくとも１つの命令が前記第１ コマンドに対するフィルタリング引数
として提供されて前記オブジェクト・データに適用するフィルタリングの程度を定義する
ことを特徴とする請求項６または７に記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項９】
前記少なくとも１つの命令により前記オブジェクト・データをフィルタリングするかどう
かを判定することを特徴とする請求項６乃至８のいずれかに記載のコンピュータ読み取り
可能媒体。
【請求項１０】
前記フィルタリング・コマンドがＨＴＭＬコマンドであることを特徴とする請求項６乃至
９のいずれかに記載のコンピュータ読み取り可能媒体。
【請求項１１】

１命令セットに含まれるオブジェクト・データを フィル
タリングするように構成された、前記第１命令セットがワールド・ワイド・ウェブ（ＷＷ
Ｗ）文書を処理するために提供される第１メカニズムを備えるコンピュータ・システムで
あって、

記第１メカニズムがさらに前記第１命令セットを用いて第１ステートメントをデコード
するように構成され、前記第１ステートメントが、画像のフリッカを減少させる 少
なくとも１つのフィルタリング・コマンドとオブジェクト・データを含み、

記第１メカニズムがさらに第１命令セットを用いて実行すべき第１ コ
マンドを発行するように構成され、

第１フィルタリング・コマンドの実行に応答して、前記第１メカニズムがさらに前記第
１命令セットで前記オブジェクト・データをデコードし、前記オブジエクト・データをフ
ィルタリングするかどうかを判定するように構成されていることを特徴とするコンピュー
タ・システム。
【請求項１２】
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前記第１ステートメントをハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）で生成す
ることを特徴とする請求項１１に記載のコンピュータ・システム。
【請求項１３】
ネットワーク接続を通じて別のコンピュータ・システムから前記ウエブ文を検索するよう
に構成された第２のメカニズムをさらに具備することを特徴とする請求項１１または１２
に記載のコンピュータ・システム。
【請求項１４】
１つの命令が前記第１ コマンドに対するフィルタリング引数として提供
されて前記オブジェクト・データに適用するフィルタリングの程度を定義することを特徴
とする請求項１１乃至１３のいずれかに記載のコンピュータ・システム。
【請求項１５】
前 ィルタリング・コマンドがＨＴＭＬコマンドであることを特徴とする請求項１１乃
至１４のいずれかに記載のコンピュータ・システム。
【請求項１６】
前記第１メカニズムはさらに、前記オブジェクト・データをフィルタリングして、表示す
る画像のフリッカ効果を低減するように構成されていることを特徴とする請求項１１乃至
１５のいずれかに記載のコンピュータ・システム。
【発明の詳細な説明】

本発明は、コンピュータ・システムにおけるデータ処理に関し、特にテレビジョン・モニ
タ上でＨＴＭＬ画像を表示する際にフリッカを低減する方法に関するものである。

ネットワーキング技術は、世界中の数百万ものコンピュータを相互に接続する、インター
ネットと呼ばれるネットワーク同士を結んだ巨大なネットワークを開発した。インターネ
ットは、トランスファー・コントロール・プロトコル／インターネット・プロトコル（Ｔ
ＣＰ／ＩＰ）を用いてインターネットに接続した任意の数のコンピュータ・システム間で
データ転送を可能にする。インターネットを通じて他のコンピュータからのサービス要求
に応答するコンピュータは一般にサーバと呼ばれ、サーバからのサービスの要求を出すコ
ンピュータはクライアントと呼ばれる。
インターネットはある面において、インターネット内部で動作する、ハイパー・テキスト
文書に対するリンク網であるワールド・ワイド・ウェブ（ＷＷＷ）によって極めて広範囲
に知られるようになった。ハイパー・テキスト文書は、ウェブ文書、ウェブ・ページ、あ
るいはハイパー・テキスト文書と呼ばれる。ウェブ文書は他の文書と直接アクセス可能な
接続、つまりリンクを用いて埋め込まれ、文書の非線形的な読み出し方法を提供する。リ
ンクはウェブ文書中にテキストのフレーズまたは画像として埋め込まれるが、そのいずれ
であるかはコンピュータのユーザが選択し、アクチベートすることができる。ウェブ文書
に関する情報は、ウェブ・サーバが管理し提供する。ユーザ・エンドで、ウェブクライア
ントはユーザの要求を受け取り、ウェブ・サーバにそれらを渡す。
ウェブ文書はハイパー・テキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）と呼ばれる高級プログ
ラミング言語で書かれている。ＨＴＭＬのコマンドは（以下、タグと言う）、ウェブ文書
で特別のフォーマットやレイアウト情報を定義したり、ウェブ文書に画像や音声を埋め込
んだり、他のウェブ文書へのリンクを埋め込んだりする等の多様な機能を提供する。
ウェブ・ページ・オペレータはＨＴＭＬでウェブ・ページの定義を一回行うだけでよいた
め、このプラット・フォームの独立性はＷＷＷの重要な利点の１つとなっている。このよ
うに、ＷＷＷをブラウジングするユーザが使用するコンピュータの種類に関係なく、高品
質のウェブ・ページの表示が可能である。
ＷＷＷが提供するナビゲーション・モデルは、非常に強力かつ普遍的なので、世界中に情
報を公開し、世界中の情報にアクセスする新しい革命的な方法を提供する。ただし、ＷＷ
Ｗの欠点の１つは、現時点での使用がコンピュータのオペレータに限定されていることで
ある。このことは、ＷＷＷの適用範囲と人類文明に対するインパクトの可能性にとって大
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きな障害となっている。多くの人が職場、家庭、学校でコンピュータを利用しているが、
世界中の地域の大多数の人々は、特にアメリカ以外では、コンピュータを利用できる立場
にない。さらに、世界中で使用されているコンピュータのうち、ＷＷＷをブラウズできる
コンピュータの割合は比較的小さい。また、コンピュータの高価格、必要スペース、複雑
な操作のため、ＷＷＷに接続するのにコンピュータを必要とするということが、依然とし
て世界中の人々によるＷＷＷの利用にとって最大の障害となっている。これらの欠点に対
する解決策として、情報を表示するためのテレビジョンを利用するＷＷＷブラウジング専
用のコンピュータを開発することがある。この装置はＷＷＷの機能に特化し、ディスクや
モニタを含まないため大幅なコスト削減、省スペースを実現できる可能性がある。また、
ＷＷＷの利用やアクセスを簡便化することもできる。さらに重要なことは、先進工業国の
ほとんどの家庭がすでにテレビジョンを所有しているので、既存のテレビジョンを利用し
てＷＷＷに接続することにより、ほとんど無制限の数の人々にとってＷＷＷの接続が可能
となる。この簡便化により、初心者でもＷＷＷが提供する情報を容易に利用できる。
ウェブ文書に対するアクセス、処理、表示を行うために、クライアントはブラウザと呼ば
れる第１命令セットを使用する。ブラウザには一般に、ＨＴＭＬで利用可能なタグに該当
するブラウザ・コマンドのセットが含まれている。各ブラウザ・コマンドは、コマンドを
定義する１つまたは複数の命令の手順を順繰りに指し示し、当該コマンドは実行時に各コ
マンドの機能を提供する。クライアントがウェブ・サーバからサービスを必要とする場合
、ブラウザはハイパー・テキスト・トランスファー・プロトコル（ＨＴＴＰ）を用いてサ
ーバと通信する。
ブラウザは、ウェブ文書に埋め込まれたタグとブラウザ・コマンドのセットを比較する。
両者が一致すれば、ブラウザは一致したブラウザ・コマンドに該当する手順を実行して各
コマンドの機能を提供する。
ブラウザの命令は、一般にＨＴＭＬとは異なるプログラミング言語で書かれており、いく
つかのルーチンのライブラリを含む。ルーチンのライブラリを使用して新しいブラウザ・
コマンドを順繰りに作成し追加するか、既存のブラウザ・コマンドを変更することができ
るが、これらは新規タグ、あるいは変更タグとしてウェブ文書に埋め込んで、ウェブ文書
を表示するときに新しい機能を提供することができる。
バンダイ Pippin（商標）、 Oracle NC（ CR Oracle Corp.）、 Viewcall Webster（ CR Viewc
all）およびセガ  Saturn（ CR Sega Corp.）等、様々なメーカがテレビジョンを基礎にし
たＷＷＷブラウジング・コンピュータを発表し、その製造を開始した。ただし、ＷＷＷは
本来高解像度のコンピュータ・モニタ用にデザインされたものであって、テレビジョン用
にはデザインされていないので、これらの装置からはＷＷＷブラウザにとっては最低限、
または不満足な表示品質しか得られない。最大の問題の１つはインタレース画像のフリッ
カである。例えば、表示するＷＷＷページが（例えば）１ピクセル幅の水平線のように垂
直次元でコヒーレントな高い周波数である場合、インタレース画像のフリッカはＮＴＳＣ
、ＰＡＬ、ＳＥＣＡＭ  ＴＶシステムが使用しているインタレース技術のために深刻な問
題である。
バンダイの Pippin等の様々な装置は、フリッカのないインタレース画像を生成するが、そ
の際にテレビジョン画面上の画像が不必要に不鮮明になってしまう。ＷＷＷ上の画像の中
にはインタレース・フリッカを生じるコヒーレントな高い周波数を持っているものもある
が、大部分の画像にはこの問題がない。バンダイのピピン表示サブシステム等の従来の装
置は、すべての画像に対して１－２－１の垂直コンボルーションを使用し、その結果、画
像のフリッカの有無に関係なくすべての画像に対してフィルタ技術を適用するため画像が
不鮮明になる。さらに、テレビジョンがすでにコンピュータ・モニタに比較して低解像度
の画像を提供している場合、最低限の表示装置では不必要に不鮮明を生じ、その画像品質
をさらに劣化させる。
インタレース画像にフィルタリングを用いる装置の一例として、 Perlmanその他による米
国特許出願第５００５０１１号（「０１１号特許」）がある。「０１１号特許」に開示す
るフィルタリング方法は、ＷＷＷブラウジング装置で一般的に使用されているフィルタリ
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ング方法の一例であり、本明細書中で参考として援用する。また、「０１１号特許」は本
明細書中で述べ、請求の対象となる装置の背景となる資料として参照により本明細書に取
り入れる。
「０１１号特許」に示すように、インタレースしたディスプレイ上に表示される垂直次元
でコヒーレントな高い周波数を持つ画像は、見る側にはフリッカに見える。フリッカの画
像をじっと見ていると、見る側はほとんど普遍的に不快感を感じる。また、さらに長時間
見続けると頭痛や嘔吐感、動揺病（ motionsickness）の原因となる場合がある。このよう
に、インタレース・フリッカを発生するウェブ・ページを長時間にわたって表示すること
は好ましくない。
一般に、ウェブ・ページはプログレッシブ・スキャン方式のコンピュータＲＧＢモニタで
の表示用にデザインされている。プログレッシブ・スキャン方式のディスプレイは、表示
画像の空間周波数プロファイルとは無関係に、目障りな走査線のフリッカの問題がないと
いう点で、テレビジョン等のインタレース・ディスプレイより有利である。したがって、
現行のウェブ・ページ・デザイン上、空間的周波数プロファイルとは無関係に画像が選択
され、そして予想されるように、インタレース方式ディスプレイ上のフリッカ低減フィル
タリングを通さないで表示したウェブ・ページは、しばしば目障りなライン・フリッカの
問題を生じる。
ＷＷＷ上の画像の中には、インタレース・フリッカの原因となる垂直次元で高いコヒーレ
ントな空間周波数を含むものもあれば、そうでない画像もある。例えば、一般にコヒーレ
ントな高い空間周波数を持たない自然画像にはフリッカの問題がない。一方、コンピュー
タを用いて描いた細線で合成した画像はフリッカを発生しがちである。別の例として、ビ
デオ・カメラで取り込んだ画像はその性質上、 Kellファクタと呼ばれるパラメータにおけ
るよく知られたビデオ・エンジニアリングにより、フリッカを生じないように空間周波数
領域の帯域を制限される。
画像によっては、特に定義した二次元のピクセル配列ではなく、テキスト・フィールド等
、キャラクタ・コードで表されるものがある。そのような画像の二次元ピクセルによる実
現はブラウザによってデザインされ、あるブラウザと別のブラウザでは同一のキャラクタ
・コードが異なる画像を発生する場合がある。これは、ユーザが異なるフォントを選択す
る場合、同じブラウザを用いてもあるユーザと別のユーザでさらに変わり得る。例えば、
ブラウザが選択したフォントの空間周波数特性によっては、テキスト・フィールドが生成
した画像がインタレース・フリッカを発生する場合もあれば、発生しない場合もある。
考えられるオプションの一つとして、ある種のフリッカ低減方法を用いて画像をウェブ上
に表示する前に画像に対して事前にフィルタリングを実行する方法がある。当該方法はイ
ンタレース・フリッカを低減するための確実な手段ではあるが、走査線のフリッカを発生
しないプログレッシブ・スキャン・モニタ上に表示する際に、表示したウェブ・ページ画
像を不必要に不鮮明にするという好ましくない副次効果が生じる。ウェブの最もパワフル
な側面の一つは、如何なるプラット・フォームでも高品質な表示を行える単一のウェブ・
ページをウェブ・ページ・デザイナが表示できるという点であるので、プログレッシブ・
スキャン・プラット・フォーム上での品質を妥協するような画像に対する事前のフィルタ
リングは好ましくない。
したがって、画像を不必要に不鮮明とせずにフリッカ効果を低減してテレビジョン画面上
にＷＷＷからのビデオ画像を表示できるような装置に対して、大きな需要が存在する。後
述するように、本発明は簡便かつ的確な方法でこれを実現する。

テレビジョン・モニタ上での表示用にＨＴＭＬ形式で定義される表示画像のフリッカを低
減する方法および装置を提供する。本発明の実施形態は、テレビジョン・モニタに表示さ
れる画像に付加するタグを導入する。これは特定のタグにより行われ、当該タグでファイ
ルに格納するオブジェクトまたは画像データを含めたファイル名が指定される。当該タグ
により、インタレースのブリッカを発生する周波数プロファイルを有する画像と、インタ
レースのフリッカを発生しない周波数プロファイルを有する画像のいずれであるかを識別
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する。本実施形態を使用したワールド・ワイド・ウェブ（ＷＷＷ）ブラウザがそのような
タグを発見すると、当該タグが画像をインタレースのフリッカを発生する周波数プロファ
イルを有する画像であると識別した場合、当該画像にフリッカ低減フィルタリングを適用
する。それ以外の場合、ブラウザはフィルタリングを行わないで当該画像を表示する。

発明の一実施形態を添付図面にしたがって例示するが、これらは本発明を限定しない。図
において同一参照符号は類似要素を示している。
図１はサーバに接続した専用コンピュータ・システムを示し、本発明の一実施形態によっ
て当該コンピュータ・システムはテレビジョン・モニタ上でＨＴＭＬ画像を表示する際に
フリッカを低減することが可能である。
図２は本発明の一実施形態にしたがって表示画像におけるフリッカを低減するために表示
オブジェクトをフィルタリングするステップを表すフロー図を示す。

本発明の一実施形態により、テレビジョン・モニタ上でＨＴＭＬ形式で定義される画像を
表示する際のフリッカを低減する方法および装置を提供する。説明のため以下の記述にお
いて、本発明について十分な理解を可能にするために、多数の具体的な詳細部分を示す。
ただし、これらの詳細部分がなくても本発明の実施が可能であることは当業者には明白で
あろう。他の例では本発明を不必要にわかり難くすることがないよう、よく知られた構造
や装置はブロック図の形式で示す。
本発明の一実施形態は、テレビジョン・モニタで表示する際にフリッカを生じる傾向があ
るとして予め指定した画像にフィルタリングを実行するメカニズムを具備している。予め
指定していない画像、またはインタレース・フリッカを発生しない画像に対してはフィル
タリングを行わない。当該メカニズムによりウェブ・デザイナは、特定のウェブ・ページ
のどの画像がフリッカを発生し、どの画像がフリッカを発生しないかを指定し、特にイン
タレース・フリッカを発生しがちな画像にフィルタリングを行って鮮明な画像を得ること
ができる。そのような指定がない場合、画像は特別のフィルタリングなしに表示される。
ＷＷＷはその性質上、ウェブ・ページの各構成画像を、ＨＴＭＬで定義した特定の特性を
持つ独立したオブジェクトとして取扱う。例えば、テキスト・フィールドのオブジェクト
はイタリック体またはボールド体として指定するか、画像はＧＩＦまたはＪＰＥＧイメー
ジとして指定することができる。ＨＴＭＬ言語の拡張機能の開発は、ウェブ・ページ・デ
ザインに柔軟性を付与するために継続して行われている。本発明は、前もって指定したオ
ブジェクトまたは画像にフィルタリングを実行する拡張機能を、インタレース・フリッカ
が現れる傾向があるときに利用する。
発明の一実施形態で利用する特定の拡張機能は、画像に付加することができる「タグ」を
使用する。ＨＴＭＬ言語におけるタグは、ウェブ・ページに取り込まれるコードの特性を
記述する指定メカニズムである。サンプル・コードは以下に示す通りである。
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【図面の簡単な説明】

発明の詳細な説明



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
これはウェブ・ページを定義するＨＴＭＬ言語によるアルゴリズムの代表例である。タグ
はある命令行の最初で発生し、「＼」をつけて繰り返して特定の命令行の終わりを指定す
る。各命令行は一般のブラウザ・ソフトウェアを用いて順番に実行され、次にウェブ・ペ
ージが画面に表示される。
本発明の一実施形態は、画像に付加することができるタグを組み込んでいる。
これはファイルに格納したオブジェクトまたは画像データを含むファイル名を指定する特
定のタグにより実行される。このタグにより、画像がインタレース・フリッカを発生する
周波数プロファイルを持つか、またはインタレース・フリッカを発生しない周波数プロフ
ァイルを持つかを識別する。本実施形態を用いたブラウザがこのようなタグを発見すると
、インタレース・フリッカを発生する周波数プロファイルを持つとしてタグが画像を識別
した場合、当該画像にフリッカ低減フィルタリングを適用する。そうでない場合、ブラウ
ザは当該画像をそのまま表示する。
以下はフィルタリングを適用しない画像タグの例である。
<IMG SRC=(file name)No Filter>
IMGは画像タグを示す。
"File name"は画像データを含むファイル・ソース（ "SRC"）である。
"No Filter"はオブジェクト、この場合は画像を指定し、フリッカ低減のためのフィルタ
リングを必要としない。この特定の例は例示のために示したものであり、本発明の精神お
よび範囲から逸脱しない限り用途によって異なる場合がある。例えば、コードはフィルタ
情報をなんら指定することなく単にデータ・ソースを指定して、装置が画像をそのまま、
特別のフィルタリングなしに表示することができる。テレビジョン・モニタは独自の内部
フィルタリングを持っている場合があるが、ブラウザによってさらにフィルタリングを実
行することはない。
もう一つの実施形態において、タグは、画像データがインタレース・フリッカを発生する
程度を指定することができる。異なるフィルタリング方法、すなわち当技術分野でフィル
タ核（ filter kernel）として知られている方法を用いて、様々な程度までインタレース
・フリッカを低減することができる。「０１１号特許」に示すように、画像は「１－２－
１フィルタ核」、「１－３－１フィルタ核」、あるいは「１－４－１フィルタ核」を用い
てフィルタすることができる。画像のフィルタリング可能な程度は次の方程式で決まる。
　
　
ここで、Ｐ１はＮ番目の走査線の最初のピクセルに対応するピクセル・データ、Ｐ２はＮ
＋１番目の走査線の最初のピクセルに対応するピクセル・データ、Ｐ３は第３の、または
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Ｎ＋２番目の走査線に対応するピクセル・データである。「ａ」および「ｂ」は定数で、
ｂは普通はａより大きい。代表例では、ａ＝１、ｂ＝２である。
好ましい実施形態において、本発明は独自の特性を持つ２種類の程度のフィルタリングを
採用する。様々な程度のフィルタリングにいくつかのオプションを利用できる。オプショ
ンの中には、一般にフリッカが問題とならないテキストを表示する際に使用する「 Slight
 Filter」、および一般にフリッカ効果がはっきりとわかる画像のフィルタリングに使用
する「 Full Filter」がある。
　
　
　
「０１１号特許」では１－２－１として知られている。この変形例は、インタレース・フ
リッカが発生し易い画像の端部で使用できる、さらにシャープなフィルタである。
　
　
　
１－ 6－１として知られている。これは現在の走査線をより強調する変形例であり、 Full 
Filterの変形例よりフリッカ減少量は少ない。これら２つの変形例を一つのウェブ・ペー
ジで組み合わせて用い、表示画面に表示された異なるオブジェクトに対して異なる程度に
フィルタリングすることができる。程度の異なるフィルタリングを行う方法の詳細は「０
１１号特許」に示されている。これらの方法を用いると、軽度のインタレース・フリッカ
が発生し易い画像はわずかに不鮮明を生じるだけで最適に鮮明な画像が得られ、一方、は
なはだしくインタレース・フリッカが発生し易いオブジェクトはより不鮮明となってウェ
ブ・ページ全体で絶えずシャープな画像を得ることができる。これらの方法を用いて、ウ
ェブ・ページ・デザイナは、どのように画像にフィルタリングを実行するかを非常に正確
に制御するために、インタレース・フリッカ低減に使用する特定の核をタグ中で指定する
ことができる。
さらに、ウェブ・ページ・デザイナは単一の画像に対して本発明にしたがい複数のタグを
使用し、ウェブ・デザインで一般に使用する領域指定子を用いて所定のタグが特定程度の
フィルタリングを指定する領域を指示することができる。次にウェブ・ページ・デザイナ
は、所定の画像の異なる領域に異なるインタレース低減フィルタリングを指定して画像全
体にわたりフィルタリングを変化させることによって高品質の画像を生成することができ
、最適な解像度を維持できる。
図１には本発明によるフリッカ低減装置を使用したシステムが示されている。ユーザ・ブ
ラウジング・システム１０は、ネットワーク・インタフェース（図示せず）および内部プ
ロセッサ（図示せず）を持つ専用コンピュータ・システム１２を含む。専用コンピュータ
・システム１２は、ウェブ・ページ画像を表示するために使用するテレビジョン・モニタ
・ディスプレイ１４に接続されている。画像は別々の領域に分割することができ、専用コ
ンピュータ・システム１２によって別々に処理を行うことができる。例えば、図１に示す
ディスプレイは４つのページ要素を表し、これらは専用コンピュータ・システム１２によ
って別々に取り扱われる。背景はフリッカの大きいタグ画像１６であって、当該画像はイ
ンタレース・フリッカを低減するためにより高度のフィルタリングを必要とする。同様に
、フリッカの少ないタグ画像１８は、フリッカを低減するためにより程度の低いフィルタ
リングを必要とすればよい。一方、タグ付けしていない画像２２とフリー・フローイング
・テキスト・フィールド２０は、フィルタリングの指定がないためフィルタリングされな
い。
本実施形態の簡略化バージョンでは、フィルタリングがどの程度かではなく画像に対する
タグ付加の有無を区別するだけなので、フリッカの少ないタグ画像およびフリッカの大き
いタグ画像は等しくフィルタにかけられる。一方、開発が進んだシステムは、それぞれの
タグにしたがって種々のレベルのフィルタリングを適用する。種々の程度のフィルタリン
グを使用するタグの例は以下の通りである。
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<IMG SRC=(file name) Filter=1-x-1>
フィルタリングの指定「 filter=1-x-1」は、ウェブ・ページ・デザイナがフィルタリング
の程度を変更するｘに、上述したパラメータＰ１、Ｐ２、Ｐ３、ａ、およびｂを持つ方程
式にしたがって値を指定することで調整することができる。
ユーザ・ブラウジング・システム１０はネットワーク２４に接続し、これによってユーザ
・ブラウジング・システムをウェブ・ページ・ビデオ画像データ２８を持つサーバ２６に
アクセスさせ、テレビジョン・モニタ・ディスプレイ１４上に表示することができる。通
常の操作では、ユーザはモデム電話回線３０を用いてネットワーク２４にアクセスしてユ
ーザ・ブラウジング・システムを起動し、インターネット・サーバ２６にアクセスしてウ
ェブ・ページ画像データを検索する。専用コンピュータ・システム１２は次に、インター
ネット・サーバ２６から検索したＨＴＭＬ命令を実行することにより画像データを処理し
、画像を表示する。これを図２のフロー図に示す。最初のステージ３２において、ユーザ
・ブラウジング・システム、つまりＷＷＷブラウザはサーバが提供するオブジェクトまた
は画像データを検索するために、ワールド・ワイド・ウェブ、つまりインターネット・サ
ーバにアクセスする。次のステージ３４において、専用コンピュータ・システムはオブジ
ェクトをデコードし、ここで画像データ命令はインターネット・サーバから検索される。
コマンドが実行されるのにしたがい、専用コンピュータ・システム１２は命令に応じてウ
ェブ・ページ画像を表示する。フリッカ・フィルタリングを指定するタグが全く発生しな
い場合、ユーザ・ブラウジング・システムは、単にフィルタリングしない画像のオブジェ
クトをステップ３８で表示する。一方、フィルタリングを指定するタグが発生した場合、
ユーザ・ブラウジング・システムは、ステップ４０でデータ命令にしたがってオブジェク
トまたは画像をフィルタリングする。画像が表示されると、さらに画像データが得られる
場合は処理がステップ３４に戻って画像データをデコードする。画像データが完了すると
、ステップ４４で処理を終了する。
本発明のもう一つの実施形態において、ユーザ・ブラウジング・システムはさらに、フォ
ントおよびその他の非画像表示要素を利用するが、当該表示要素はインタレース方式ディ
スプレイ上でフリッカを発生しないように適切なデザインを施されている。ブラウザによ
りサーバから画像をダウンロードするとき、テレビジョン・モニタ・ディスプレイ上に画
像を表示する前に、ブラウザはその画像が上記のような一つまたは複数のタグを含んでい
るかどうかを判断する。そのようなタグがＨＴＭＬアルゴリズムで発生した場合、ユーザ
・ブラウジング・システム１０はそのタグを解釈し、画像がモニタ１４に表示される前に
該当するフリッカ低減フィルタリングを当該画像に適用する。専用コンピュータ・システ
ム１２の設計者は、フォントと非画像表示要素がフリッカを発生しないように設計するこ
とができるので、これらのフォントや表示要素を表示する前にフリッカ低減フィルタリン
グを行う必要は全くない。したがって、本発明の実施形態ではこれらの要素にフィルタリ
ングを行わない。
本発明のもう一つの実施形態では、ユーザ・ブラウジング・システムは、専用コンピュー
タ・システム１２において画像表示の前に各画像の空間周波数分析を行う。これによりデ
ザイナは、フィルタリングのために特定の画像にタグを付加するわずらわしさを伴うこと
なく、従来の方法を用いてウェブ・ページ・デザインを行える。本実施形態のコンピュー
タ・システムは、画像のローカル空間周波数を分析し、垂直次元におけるコヒーレントな
高空間周波数と、インタレース・フリッカを発生する周波数タイプを判定し、その領域に
インタレース・フリッカが発生しなくなるポイントまで垂直次元の空間周波数を低減する
ために、必要に応じてその領域にフリッカ・フィルタリングを適用する。空間周波数を分
析する一般的方法が、本技術において知られている。画像全体について分析とフィルタリ
ングが終了すると、本発明の実施形態ではテレビジョン・モニタに画像を表示する。周波
数分析とフィルタリングを含める本実施形態の利点は、インタレース・フリッカとタグが
付加されなかったウェブ・ページ上の画像を、当該画像がフィルタリングを必要とする程
度まで低減することである。写真から取り込んだ自然画像はフィルタリングを全く必要と
しない可能性が高いが、一方でコンピュータを使って作成した多くの水平線を持つ画像は
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、多大なフィルタリングを必要とする可能性が高い。このような画像についての周波数分
析によって、ウェブ・ページ・デザイナは等しい鮮明度品質を持つ２つの画像をウェブ・
ページに取り込むことができる。ただし、本実施形態では前述したようなタグの必要性を
排除しない。ダウンロードした画像のローカル空間周波数を分析するために使用する一般
の方法には限界がある。画像が表示されるとき、見る側は画像に対してどのようにフィル
タリングが実行されるかを完全に把握したいと願うのが通例である。これは特にウェブ・
ページ・デザインの技術的性質を考えると事実である。したがって、この自動フィルタリ
ング分析を明示的なフリッカ・フィルタリング命令を備えた上述のフィルタリング・タグ
と組み合わせることによって、最も望ましいウェブ・ページの最終プロダクツを生み出す
ことができる。
以上本発明を特定の実施形態に関して述べたが、本発明の精神と範囲から逸脱することな
く、本発明に様々な変更および修正を加えることができることは明白である。したがって
、仕様と図面は例示のために示したものであって、本発明を限定するものとは見なされな
い。また、以下の請求の範囲は本発明の範囲を示すものであり、請求の範囲の均等物の意
味および範囲に含まれるあらゆる変形例がその範囲内に包含されるものとする。
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